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正
月
早
々
、
尾
篭
な
話
だ
が
、
昨
年
末
に
覚
悟
を

決
め
て
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
。
便
潜
血
反

応
が
出
て
い
た
の
に
、
受
検
の
勇
気
が
出
ず
、
た
じ

ろ
い
だ
ま
ま
過
ご
し
て
き
た
。
内
視
鏡
で
腸
内
を
か

き
ま
わ
さ
れ
る
屈
辱
感
以
上
に
、
そ
れ
が
め
っ
ぽ
う

痛
い
た
め
で
あ
る
。
前
年
に
初
め
て
検
査
台
に
横
た

わ
っ
た
と
き
は
七
転
八
倒
し
た
。
あ
の
検
査
が
苦
痛

で
な
い
と
い
う
人
も
い
る
か
ら
不
公
平
だ
。

　

し
か
し
、
知
人
や
親
類
の
中
に
、
や
れ
癌
で
胃
を

切
っ
た
だ
の
、
大
腸
の
癌
を
患
っ
た
だ
の
話
を
聞
く

に
つ
れ
、
追
い
込
ま
れ
た
。
年
格
好
も
似
て
い
る
。

人
ご
と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
覚
悟
を
決
め
た
。

　

首
尾
は
今
回
も
散
々
だ
っ
た
。
医
師
が
「
も
う

ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
ね
」
と
か
「
も
う
す
ぐ
だ
よ
」
と

か
励
ま
し
て
く
れ
る
。
や
っ
と
内
視
鏡
が
最
深
部
に

達
し
た
時
に
は
「
ご
め
ん
ね
」「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

な
ど
と
慰
め
ら
れ
た
。
ま
る
で
子
供
で
あ
る
。

　

結
果
、
小
さ
な
ポ
リ
ー
プ
が
一
つ
見
つ
か
り
切
除

し
て
も
ら
っ
た
。
ポ
リ
ー
プ
発
見
も
二
度
目
な
の
で

家
族
も
職
場
も
あ
ま
り
騒
い
で
く
れ
な
い
。
当
の
医

師
だ
け
が
「
あ
ん
た
の
腸
は
ひ
ね
く
れ
て
い
る
。
他

の
医
者
で
は
手
に
負
え
ん
。
ま
た
お
い
で
」
と
慈
愛

と
も
不
気
味
と
も
と
れ
る
笑
み
を
寄
越
し
た
。

　

一
病
息
災
。
要
は
そ
う
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
内

視
鏡
と
い
う
文
明
の
利
器
に
感
謝
で
は
あ
る
。

神
奈
川
新
聞
文
化
部
長　

福
江
裕
幸
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「ぼくをひいてくれた手　今度はぼくがひく番」小田原市立国府津小学校４年の石井良幸君は、第２５回ともしびポスターコンテスト
で大賞を受賞した。石井君は絵の題材として自分のおじいちゃんを選んだ。写真を見ていて、小さい頃手をひいてくれたおじい
ちゃんを思い出したからだという。「今度は僕が大きくなって連れて行く番」そうできるように頑張りたいと思った。今、空手・サ
ッカー・スイミングと毎日がとても忙しい石井君は「今やっていることをしっかりやりたい」と笑顔で話す。（写真・文　菊地信夫）
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迎　
　

春

　

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
健
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
台
風
や
地
震
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
相

次
ぎ
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
公
的
団
体
と
し
て
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
連
携
の
強
さ
に
よ
る
支
援
体
制
の
充
実
ぶ
り
が
、
際
だ
っ
た

年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
県
社
協
と
し
て
も
こ
れ
ら

の
事
を
教
訓
に
し
て
、
本
県
に
お
け
る
災
害
時
の
相
互
支
援
の

体
制
や
方
法
等
を
、
会
員
の
皆
様
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
県
社
協
に
お
け
る
中
期
的
な
活
動
目
標
と
な

る
推
進
計
画
を
策
定
す
る
大
事
な
年
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
や
広
く
県
民
の
皆
様
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

ど
う
か
、
旧
年
に
も

増
し
て
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

林　
　
　

英　
　

樹
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◇民生委員優良活動団体（感謝状）
旭区民生委員児童委員協議会（横浜市旭区）　高津第３地区民生委員協議会（川崎市高津区）
◇共同募金運動奉仕功労者
尾�博（秦野市）　程島音次（茅ケ崎市）　小島喜治（横浜市都筑区）　石川テイ（横浜市泉区）　中島豪一（川崎市麻生区）
◇共同募金運動奉仕功労団体
横浜市社会福祉協議会福祉ボランティア・市民活動部会（横浜市中区）　横須賀地区更生保護女性会（横須賀市）　相和婦人会（相模原市）
◇社会福祉事業施設の長・社会福祉事業団体関係功労者
山川保（白十字会林間学校施設長）　水島貞（つちやホーム施設長）　�橋徳昭（上白根園施設長）　小田法子（小山保育園園長）　坂本�美
子（立正保育園園長）
◇社会福祉事業施設従事功労者
鈴木節子（桜山保育園副園長）　赤井英子（富士見保育園園長）　山田ちゑ子（白百合乳児保育園調理員）　御所脇芳子（共楽荘特養ホーム事
務員）　石川貞（すこやか保育園保育士）
◇福祉事務所等職員功労者
�隆造（県厚木児童相談所課長）　植松治彦（県相模原児童相談所課長）　小澤充（逗子市福祉事務所副主幹）　岩崎晴子（横浜市中福祉保健
センター係長）　梨本哲（横浜市中央児童相談所係長）　高橋すみ子（横浜市戸塚福祉保健センター現業員）　宇田稔（川崎市川崎福祉事務所
係長）　野村義男（川崎市幸福祉事務所係長）
◇生活保護指導職員等功労者
花井正（県生活援護課嘱託医）　西井華子（県生活援護課嘱託医）　田中晉也（秦野市福祉事務所嘱託医）

法務大臣表彰
◇保護司（表彰）
�井�一（西）　飯田博、金坂環、渡井和佳（南）　内田康雄（港南）　井上幾弘、藤生�代藏（磯子）　齊田テル（金沢）　加藤庄吉、三宅和
代（神奈川）　鈴木信男（港北）　鈴木好行（保土ケ谷）　石塚市良、伊藤彰哲（戸塚）　遠藤恭正（川崎）　福田喜久雄（幸）　横山良雄（中
原）　赤津武雄（高津）　竹間孝二（宮前）　今村照美、加藤行一（横須賀）　宇田喜代江、大多和昌平、加藤貢（大和綾瀬）　�橋一雄、山口
進（座間海老名）　伊倉二郎、神崎雍、中村善一（相模原）　高城和子（津久井）　三武健太郎、和田鍵司（厚木）　端山清子（大磯）　原田正
志（秦野）　杉本忠正、横井ラクヨ（足柄下）
◇更生保護女性会員（感謝状）
飯田福子（中）　佐伯律子（青葉）　湯浅知十（保土ケ谷）

叙勲・褒章等受賞者名簿
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叙勲・褒章
◇旭日双光章
斎藤 達雄（元神奈川県里親会会長）　桝居 祐三（�福 高谷福祉会理事長）
◇瑞宝双光章
秋田六子（元国際親善総合病院看護部長）　池田和男（横浜市鶴見保護司会理事）　石井昭（横須賀市保護司会中央支部理事）　磯田正一（�福 
鎌倉市社会福祉協議会顧問）　抱井康夫（三浦地区保護司会副会長）　金子忠雄（川崎市幸区保護司会会長）　木村和子（横浜市磯子保護司会
副会長）小磯義範（神奈川県保護司会連合会会長）　河野こん（横須賀保護司会理事）　佐竹敬（綾瀬ホーム施設長）　高島哲也（愛名やまゆ
り園支援部生活１課長）　時田純（潤生園施設長）　西方公一（横浜市保土ケ谷保護司会副会長）　古橋美津子（川崎市高津区保護司会理事）
　望月久子（鎌倉地区保護司会理事）　矢部皖一（�福 成光福祉会理事長）
◇瑞宝単光章
笠井元秋（元貴峯荘第二職業更生センター縫製科長）　門倉和夫（元横浜市戸塚区民生委員児童委員協議会民生委員児童委員）　小島武子
（元横浜市緑区民生委員児童委員協議会副会長）　小島雅子（元二宮保育園主任保育士）　森三郎（�福 至泉会理事長）　安田久代（元県立さが
み緑風園指導員）　泰山勝子（元平塚ふじみ園総括主任寮母）
◇緑綬褒章
古知屋多惠子（社会福祉施設等奉仕者）　島田トシ（社会福祉施設等奉仕者）　ニーズ対応チーム（在宅福祉等奉仕団体）　秦野市各種婦人団
体連絡会うぐいす会（医療施設等奉仕団体）
◇藍綬褒章
石原チエ子（横浜市青葉区民生委員児童委員協議会会長）　大友光子（横須賀保護司会理事）　緒方陽子（元横浜市青葉区民生委員児童委員
協議会民生委員児童委員）　小倉一�（藤沢市保護司会会長）　金子勝雄（横浜市西保護司会副会長）　金子順一郎（川崎市中原区保護司会理
事）　小林博昭（大和・綾瀬保護司会会長）　小室治男（津久井地区保護司会理事）　小山裕明（相模原市保護司会保護司）　高橋紀樹（神奈
川県歯科医師会専務理事）　長島温子（横浜市港北保護司会理事）　成實久子（元鎌倉市民生委員児童委員協議会会長）　早川昭二（元大和市
民生委員児童委員協議会副会長）　松本幸（足柄上地区保護司会会長）　吉野浪子（川崎市多摩・麻生区保護司会理事）

厚生労働大臣表彰
◇民生委員児童委員功労者
笹尾春吉（平塚市）　�橋政勝（大和市）　菅沼豊滿（湯河原町）　橘川サダ（綾瀬市）　山口陽子（横浜市緑区）　佐藤信男（横浜市鶴見区）
　長瀬潔（横浜市栄区）　宮田洋子（横浜市都筑区）　矢野美千代（川崎市麻生区）　山本和夫（川崎市中原区）　関正憲（川崎市幸区）　押元
伸夫（横須賀市）　但馬明（横須賀市）　石�東已（相模原市）　石川テル（相模原市）

平成16年社会福祉関係者

と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　
「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を

テ
ー
マ
に
、
本
県
在
住
・
在
学
の
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら

作
品
を
募
集
し
た
「
と
も
し
び
ポ
ス
タ

ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
今
回
で
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
が
第
二
十
五
回
目
、
絵

本
の
部
が
第
十
八
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
数
多
く
の
作
品
が
コ
ン
テ
ス
ト

に
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
本
年
度
も
ポ
ス

タ
ー
千
五
百
五
十
九
点
、
絵
本
二
百
二

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
作
品
は
ど

れ
も
個
性
豊
か
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
考
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
作
品
は
審
査
会
を
経

て
、
両
部
門
と
も
、
と
も
し
び
大
賞
一

点
、
最
優
秀
賞
六
点
、
優
秀
賞
・
佳
作

各
二
十
点
、
計
四
十
七
点
が
選
ば
れ
、

去
る
十
一
月
二
十
一
日
に
、
横
浜
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
・
情
文
ホ
ー
ル
（
横
浜

市
中
区
）
に
て
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
本
会
林
英
樹
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
、

絵
本
の
部
の
各
入
賞
者
へ
賞
状
・
記
念

品
等
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
委
員
を
代
表
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
の
部
は
画
家
の
土
田
邦
彦
さ

ん
、
絵
本
の
部
は
県
立
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
研
修
指
導
主
事
の
平
野
明
さ
ん
の

お
二
人
よ
り
、
入
賞
作
品
を
は
じ
め
、

今
回
の
応
募
作
品
へ
の
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
は
、
ポ
ス
タ

ー
や
絵
本
で
「
表
現
す
る
」
と
い
う
過

程
の
中
で
、
自
分
の
思
い
を
見
つ
め
な

お
す
機
会
が
作
ら
れ
る
と
い
う
心
に
残

る
お
話
と
と
も
に
、
今
後
の
製
作
に
あ

た
っ
て
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
入
賞
し
た
作
品
は
、
来
る
四
月

十
六
日
・
十
七
日
に
、
横
浜
駅
西
口
の

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ア
二
〇
〇
五
」
に

て
展
示
す
る
ほ
か
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
描

い
た
作
品
は
、
思
い
や
り
や
優
し
さ
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
と
も
し
び
普
及
課
）

※
本
年
度
「
と
も
し
び
大
賞
」
受
賞
作

品
は
、
本
紙
一
・
十
二
面
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

表彰式のようす
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福　祉　の　動　き
○全国の動き
◇県内の動き
★本会の動き

123456

福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
厚
労
省
が
来
年
に
予
定
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
抜
本
見
直
し
の
た
め
の
「
介
護
制
度
改
革
本
部
」
を
設
置

○
厚
労
省
が
パ
ー
ト
社
員
等
の
育
児
・
介
護
休
業
取
得
な
ど
を
柱
と
し
た
法
改
正
案
の
骨
格
を
ま
と
め
る
。
２
０
０
５
年
度
の
実
施
目
指
す

○
厚
労
省
の
調
査
で
介
護
保
険
制
度
開
始
か
ら
４
年
で　

億
円
の
介
護
報
酬
の
不
正
請
求
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

２５

○
文
科
省
が
「
軽
度
発
達
障
害
」
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
初
め
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ま
と
め
る

★
県
よ
り
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
機
関
に
選
定
さ
れ
る
②
⑧
⑩

○
参
院
の
「
Ｄ
Ｖ
防
止
見
直
し
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
Ｄ
Ｖ
防
止
法
改
正
案
骨
子
を
ま
と
め
る

○
内
閣
府
が
夫
婦
間
の
家
庭
内
暴
力
相
談
施
設
の
運
営
実
態
に
関
す
る
初
の
全
国
調
査
を
実
施

○
厚
労
省
と
国
交
省
が
タ
ク
シ
ー
事
業
の
許
可
が
な
く
て
も
介
護
等
の
輸
送
を
可
能
と
す
る
法
案
を
ま
と
め
る
。
道
路
運
送
法
第　

条
改
正

８０

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
雇
用
部
会
と
県
経
営
者
協
会
が
事
例
研
究
会
等
を
通
じ
障
害
者
雇
用
の
企
業
支
援
に
乗
り
出
す

◇
全
国
初
の
市
民
基
金
「
神
奈
川
子
ど
も
未
来
フ
ァ
ン
ド
」
が
児
童
問
題
等
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
助
成
受
付
を
開
始

○
厚
労
省
の
検
討
会
が
「
心
の
病
」
理
解
に
向
け
た
指
針
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
」
を
ま
と
め
る

◇
県
中
央
児
童
相
談
所
が
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
に
関
す
る
初
の
実
態
調
査
を
実
施
。
６
割
が
父
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

◇
県
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
あ
り
方
検
討
会
」
の
報
告
書
ま
と
め
る
⑤

◇
学
習
障
害
や
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
等
の
児
童
・
生
徒
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
ラ
イ
ナ
ス
の
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
全
国
初
の
構
造
改
革
特
区
に
認
定

★
市
町
村
社
協
に
お
け
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
構
築
に
向
け
た
提
言
ま
と
め
る
⑧

○
「
個
人
情
報
保
護
法
案
」
衆
院
委
で
可
決
成
立
。
２
０
０
５
年　

月
施
行

１０

○
「
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
方
針
」
最
終
改
正
さ
れ
る
④

○
日
本
点
字
図
書
館
と
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
録
音
図
書
が
聞
け
る
「
び
ぶ
り
お
ネ
ッ
ト
」
の
配
信
を
開
始
⑤

◇
県
の　

年
間
の
障
害
施
策
計
画
で
あ
る
「
か
な
が
わ
障
害
者
計
画
」
ス
タ
ー
ト

１０

◇
県
が
母
子
家
庭
の
自
立
を
図
る
た
め
の
就
職
情
報
を
提
供
す
る
登
録
制
度
を
開
始

◇
県
が
「
神
奈
川
県
母
子
家
庭
等
自
立
促
進
計
画
」
〜
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
〜
を
策
定

◇
横
浜
市
が
障
害
児
保
育
全
園
展
開
に
向
け
、「
特
別
支
援
児
童
加
算
」、「
一
時
保
育
障
害
児
加
算
」
の
助
成
制
度
を
新
設

◇
川
崎
市
に
ホ
ー
ム
レ
ス
一
時
宿
泊
施
設
「
愛
生
寮
」
が
オ
ー
プ
ン

★
「
新 
県
社
協
活
動
推
進
計
画
」
の
改
訂
実
施
計
画
を
ス
タ
ー
ト
⑤

○
厚
労
省
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
事
業
者
に
情
報
開
示
を
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
と
す
る
中
間
報
告
を
ま
と
め
る

◇
横
浜
市
西
区
に
若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
「
か
な
が
わ
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

◇
横
浜
市
都
筑
区
の
市
交
通
局
・
旧
牛
久
保
研
修
所
内
に
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ペ
ー
ス
」
オ
ー
プ
ン

◇
大
和
市
消
防
本
部
が
聴
覚
・
言
語
障
害
者
を
対
象
に
し
た
「
Ｅ
メ
ー
ル
１
１
９
番
」
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

◇
三
浦
市
社
協
の
在
宅
介
護
部
門
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
独
立
。「
三
浦
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
業
務
を
開
始

★
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
・
評
議
員
改
選
さ
れ
る
。
会
長
に
林
英
樹
就
任
⑥

○
「
障
害
者
基
本
法
」
改
正

○
内
閣
府
の
「
少
子
化
社
会
対
策
会
議
」
が
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
ま
と
め
る
⑧

◇
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
県
知
事
が
厚
生
労
働
大
臣
に
特
養
ホ
ー
ム
建
設
の
国
庫
補
助
削
減
廃
止
の
要
望
を
提
出

◇
川
崎
市
に
不
登
校
や
学
習
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
活
動
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

◇
「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
」
発
足
⑦

社
会
の
う
ご
き

▽
山
口
県
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

▽
阿
蘇
山
で
土
砂
噴
出

▽
芥
川
賞
に
最
年
少　

歳
の
金
原
さ
ん
と　

歳
の
綿
矢
さ
ん

２０

１９

▽
み
な
と
み
ら
い
（
Ｍ
Ｍ
）
線
開
業

▽
京
急
安
浦
駅
「
県
立
大
学
駅
」
に
名
称
変
更

▽
佐
々
木
主
浩
投
手
が
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
復
帰

▽
イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
陸
上
自
衛
隊
先
遣
隊
が
サ
マ
ワ
到
着

▽
巨
人
の
元
監
督
・
長
嶋
茂
雄
氏
が
脳
梗
塞
で
緊
急
入
院

▽
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
男
性
が
収
容
先

の
関
東
医
療
少
年
院
を
仮
退
院

▽
平
塚
市
の
酪
農
家
が
売
却
し
た
牛
が
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染

▽
オ
ウ
ム
真
理
教
・
松
本
智
津
夫
被
告
に
死
刑
判
決

▽
東
証
バ
ブ
ル
後
最
安
値
を
更
新
。　

年　

月
以
来
の
水
準

８２

１１

▽
六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー
プ
ン

▽
イ
ラ
ク
で
日
本
人
拘
束

▽
平
塚
市
に
県
内
初
の
女
性
市
長
誕
生

▽
江
の
島
の
新
シ
ン
ボ
ル
「
江
の
島
展
望
灯
台
」
誕
生

▽
「
湘
南
市
」
設
立
に
向
け
た
合
併
協
議
休
止

▽
消
費
税
と
本
体
価
格
の
総
額
表
示
ス
タ
ー
ト

▽
世
界
の
エ
イ
ズ
死
者
２
、
０
０
０
万
人
を
超
え
る

▽
「
有
事
関
連
７
法
案
」
成
立

▽
拉
致
被
害
者
家
族
５
人
帰
国

▽
イ
ラ
ク
で
日
本
人
フ
リ
ー
記
者
２
人
殺
害
さ
れ
る

▽
イ
ラ
ク
暫
定
占
領
当
局
が
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
に
主
権
移
譲

▽
球
界
再
編
、
近
鉄
と
オ
リ
ッ
ク
ス
の
合
併
が
決
定

▽
米
元
大
統
領
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
氏
死
去
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○
内
閣
府
の
調
査
で
高
齢
者
の
趣
味
・
地
域
の
社
会
活
動
の
参
加
率
が　

年
の
調
査
以
来
初
め
て
半
数
を
超
え
た
こ
と
が
判
明

８８

○
厚
労
省
の「
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
」が
介
護
給
付
抑
制
に
向
け
施
設
利
用
者
の
費
用
負
担
、
介
護
予
防
の
重
視
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
案
ま
と
め
る

○
厚
労
省
の
調
査
で
児
童
虐
待
者
の
４
割
は
虐
待
の
認
識
が
な
い
こ
と
が
判
明

○
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
高
齢
者
の
訪
問
販
売
に
よ
る
「
次
々
販
売
」
の
被
害
急
増
。
５
年
前
の
３
倍
に

◇
県
内
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
機
関
、
障
害
者
団
体
等
が
集
ま
る
「
か
な
が
わ
障
害
者
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
⑧

★
本
会
ほ
か
県
内
６
社
協
の
職
員
が
新
潟
県
豪
雨
災
害
の
支
援
に
あ
た
る
⑨

○
厚
労
省
が
２
０
０
５
年
度
に
約
３
、
０
０
０
カ
所
を
目
標
に
介
護
予
防
拠
点
を
整
備
す
る
方
針
を
決
定

○
厚
労
省
の
「
障
害
者
雇
用
問
題
研
究
会
」
が
障
害
者
の
就
業
機
会
拡
大
を
め
ざ
し
た
報
告
書
を
公
表
⑩

◇
県
の
調
査
で
県
内
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
数
が
１
、
９
２
８
人
と
全
国
４
位
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

◇
川
崎
市
が
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
実
施
計
画
案
」
を
公
表
。
野
宿
生
活
を
前
提
に
し
た
事
業
か
ら
自
立
支
援
に
施
策
を
転
換
し
て
い
く
方
針
を
固
め
る

○
厚
労
省
の
「
精
神
保
健
福
祉
対
策
本
部
」
が
社
会
的
入
院
解
消
に
向
け
た
「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

○
来
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
革
に
向
け
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
創
設
の
モ
デ
ル
事
業
が
全
国
で
ス
タ
ー
ト

○
厚
労
省
が
児
童
虐
待
の
深
刻
化
に
伴
い
児
童
相
談
所
を　

時
間
無
休
に
し
て
専
門
職
員
を
常
駐
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
。
２
０
０
５
年
度
の
実
施

２４

○
厚
労
省
が
無
業
者
（
ニ
ー
ト：

Notin
Education

、 Em
ploym

entorTraining

）
を
初
め
て
調
査
。　

万
人
に
上
る
こ
と
が
判
明

５２

○
厚
労
省
が
う
つ
自
殺
を
労
災
認
定
す
る
際
の
基
準
に
な
る
「
心
理
的
負
荷
評
価
表
」
を
見
直
す
こ
と
を
決
定

★
「
日
常
生
活
圏
域
活
動
実
践
交
流
集
会
」
を
開
催
⑩

○
国
連
の
特
別
委
員
会
が
「
障
害
者
権
利
条
約
案
」
の
概
要
を
公
表

○
「
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
」
施
行
。
早
期
発
見
へ
通
報
義
務
拡
大

○
「
年
金
制
度
改
正
法
」
施
行
。
国
民
年
金
未
納
者
へ
の
納
付
履
歴
通
知
サ
ー
ビ
ス
等
を
開
始

○
厚
労
省
が
来
年
度
か
ら
の
障
害
者
施
策
の
改
革
試
案
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
を
ま
と
め
る

○
厚
労
省
が
全
国
の
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
教
員
に
た
ん
吸
引
な
ど
の
一
部
の
医
療
行
為
を
認
め
る
こ
と
を
決
定

○
厚
労
省
の
「
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
」
が
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
性
を
示
す

◇
横
浜
市
が
「
休
日
・
年
末
年
始
保
育
」、「
病
後
児
保
育
」、「
二
十
四
時
間
型
緊
急
保
育
」
の
三
モ
デ
ル
事
業
を
開
始

◇
藤
沢
市
が
小
児
医
療
費
助
成
を
４
歳
か
ら
小
学
校
入
学
（
就
学
）
前
ま
で
に
拡
大

★
「『
福
祉
用
具
の
日
』
記
念
イ
ベ
ン
ト　

か
な
が
わ
」
を
開
催
⑪

in

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
で
看
護
師
・
介
護
士
受
け
入
れ
に
つ
い
て
大
筋
で
合
意

○
厚
労
省
が
ヘ
ル
パ
ー
１
〜
３
級
資
格
付
与
を
廃
し
「
介
護
福
祉
士
」
に
統
一
す
る
方
針
を
示
す

○
厚
労
省
の
検
討
会
が
「
痴
呆
」
に
代
わ
る
呼
称
を
「
認
知
症
」
と
す
る
方
向
を
示
す
。
来
年
度
よ
り
導
入
の
予
定

○
厚
労
省
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
の
更
新
制
の
導
入
や
登
録
証
の
更
新
と
更
新
時
研
修
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
を
決
定

◇
横
須
賀
市
が
５
年
間
で
一
時
保
育
・
預
か
り
人
数
を
二
倍
に
す
る
な
ど
の
目
標
数
値
を
掲
げ
た
「
よ
こ
す
か
子
育
ち
支
援
行
動
計
画
案
」（
仮
称
）
ま
と
め
る

◇
「
三
位
一
体
改
革
案
に
お
け
る
日
本
の
児
童
福
祉
を
考
え
る
緊
急
集
会
」
開
催
さ
れ
る
⑫

◇
「
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
第　

回
か
な
が
わ
大
会
」（
於 
県
立
保
健
福
祉
大
学
）
開
催
さ
れ
る
⑫

１０

★
本
会
ほ
か
県
内　

社
協
の
職
員
が
新
潟
県
中
越
大
震
災
の
支
援
に
あ
た
る
⑫

１２

○
無
年
金
障
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
「
特
定
障
害
者
給
付
金
支
給
法
」
が
成
立

○
政
府
が
Ｄ
Ｖ
防
止
と
被
害
者
の
保
護
に
向
け
た
基
本
方
針
を
告
示

○
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
成
立
。
自
閉
症
や
学
習
障
害
な
ど
の
発
達
障
害
早
期
発
見
や
支
援
体
制
に
光
明

○
厚
労
省
と
文
科
省
の
合
同
検
討
会
議
が
総
合
施
設
（
幼
保
一
体
化
施
設
）
に
つ
い
て
の
最
終
と
り
ま
と
め
を
公
表

○
厚
労
省
が
２
０
０
５
年
度
か
ら
５
年
間
の
「
新
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
の
原
案
を
公
表

◇
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
る
。
横
浜
市
や
川
崎
市
な
ど
の
都
市
部
で
は
定
員
に
満
た
ず
検
討
課
題
に
⑫

★
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
か
な
が
わ
」
が
県
の
第
三
者
評
価
機
関
に
認
証
さ
れ
る

★
全
国
初
の
福
祉
従
事
者
研
修
受
講
履
歴
管
理
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
完
成
⑫

▽
自
殺
者
過
去
最
多
の
３
４
、
４
２
７
人
に

▽
記
録
的
猛
暑
続
く（
都
心
の
一
カ
月
の
平
均
気
温　
・
５
度
）

２８

▽
新
潟
県
・
福
井
県
で
豪
雨
災
害
発
生

▽
第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

２０

▽
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
曽
我
さ
ん
の
家
族
帰
国

▽
ア
テ
ネ
五
輪
・
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

▽
駒
大
苫
小
牧
高
校
が
北
海
道
勢
初
の
高
校
野
球
全
国
制
覇

▽
米
軍
ヘ
リ
が
沖
縄
国
際
大
学
に
墜
落

▽　

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
２
、
４
８
４
万
人
。
全
人
口

６５の　

・
５
％
と
過
去
最
高
と
な
る

１９

▽
第
二
次
小
泉
改
造
内
閣
発
足

▽
プ
ロ
野
球
再
編
を
巡
り
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
さ
れ
る

▽
浅
間
山
が　

年
ぶ
り
に
中
規
模
噴
火

２１

▽
国
民
年
金
未
納
者
数
が
加
入
者
の　

％
に

４５

▽
県
が
不
妊
治
療
費
助
成
を
開
始

▽
「
水
俣
病
関
西
訴
訟
」
は
国
・
県
の
責
任
が
確
定

▽
イ
ラ
ク
で
日
本
人
男
性
が
人
質
に
な
り
殺
害
さ
れ
る

▽
新
潟
県
中
越
大
震
災
発
生

▽
イ
チ
ロ
ー
シ
ー
ズ
ン
最
多
の
２
５
８
安
打
達
成

▽
大
和
市
は　

歳
以
上
に
対
し
住
民
投
票
資
格
を
認
め
る

１６

「
自
治
基
本
条
例
案
」
を
可
決
。
２
０
０
５
年
４
月
施
行

▽
新
紙
幣
３
種
類
発
行

▽
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
米
大
統
領
に
再
選

▽
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
死
去

▽
相
模
原
市
と
津
久
井
地
域
の
任
意
合
併
協
議
会
は
法
定
合

併
協
議
会
の
設
置
を
賛
成
多
数
で
可
決

▽
パ
・
リ
ー
グ
に
新
球
団
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」
誕
生

▽
政
府
・
与
党
三
位
一
体
の
全
体
像
決
定

▽
韓
流
ブ
ー
ム
で
俳
優
ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
さ
ん
来
日

▽
大
型
量
販
店
「
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
」
で
不
審
火
相
次
ぐ

▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
Ｍ
９
の
巨
大
地
震
発
生

▽
天
皇
家
の
長
女
紀
宮
さ
ま
の
婚
約
内
定

▽
大
み
そ
か
の
都
心
に　

年
ぶ
り
の
積
雪

２１

▽
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
延
長
を
閣
議
決
定

▽
「
犯
罪
被
害
者
基
本
法
」
成
立
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県
社
協
の�

保
育
園
に
と
っ
て
の「
子
育
て
支
援
」

　

本
会
施
設
部
会
に
は
十
の
種
別
協
議
会
が
あ
り
ま

す
。
協
議
会
の
一
つ
、
保
育
協
議
会
は
七
百
近
い
会

員
の
保
育
園
で
構
成
さ
れ
、
研
修
会
や
研
究
委
員
会

な
ど
を
通
じ
て
、
保
育
分
野
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
二
十
九
日
、「
保
育
現
場
で
の
子
育

て
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

度
二
回
目
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
進
行
は
協

議
会
の
都
築
融
光
会
長
が
、
発
表
は
田
口
努
委
員
、

柴
田
礼
津
子
委
員
、
河
島
末
江
子
委
員
の
三
名
が
務

め
、
横
浜
・
川
崎
・
県
域
そ
れ
ぞ
れ
の
子
育
て
支
援

の
状
況
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
約
百
二
十
名
の
参

加
者
が
一
体
と
な
っ
て
「
保
育
園
に
と
っ
て
の
子
育

て
支
援
」
を
考
え
ま
し
た
。
田
口
委
員
か
ら
は
、
横

浜
市
社
協
保
育
福
祉
部
会
子
育
て
研
究
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
見
る
一
時
保
育
の
現
状
を
、
柴
田
委
員
か
ら

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

を
、
河
島
委
員
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

と
県
域
の
子
育
て
支
援
の
状
況
を
発
表
し
、
併
せ
て

会
場
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
一
時
保
育
で
は
育
児
相
談
に

応
え
る
な
ど
、
保
育
士
の
資
質
が
問
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」、「
園
庭
開
放
に
無
理
な
く
参
加
で
き
る
工

夫
を
し
て
い
る
の
か
」、「
事
故
発
生
時
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
出
さ
れ
、
発
表
者
や
参
加
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
交
え
な
が
ら
、
意
見
を
交
換
し
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
の
内
容
は
、
研
究
委
員
会
の
活
動

に
も
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
現
在
、
研
究
委

員
会
で
は
、
保
護
者
と
の
係
わ
り
方
に
つ
い
て
の
事

例
を
盛
り
込
ん
だ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
保
育
現
場
で
の

子
育
て
支
援
〜
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
の
作
成
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
な
ど
を
経
て
、
保
育
園
は
、「
保
護
者
に
代

わ
り
保
育
を
行
う
」
と
い
う
従
来
か
ら
の
役
割
に
加

え
、「
子
育
て
支
援
」
の
た
め
の
中
心
的
な
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
く

保
育
園
で
す
が
、
社
会
情
勢
や
家
庭
環
境
が
変
化
し

て
も
、
保
護
者
や
子
育
て
中
の
家
庭
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
、
協
議
会
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
（
社
会
福
祉
事
業
課
）

　

三
年
前
、
本
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
回
全
国
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
な
が
わ
」
を
契
機

に
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
や
市
民
に
よ
る
社
会
づ

く
り
に
注
目
が
集
ま
る
今
、
現
場
の
実
践
と
市
民
活

動
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
今
後
の
可
能
性
を
さ
ぐ
っ

て
い
こ
う
と
、
十
二
月
五
日
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
で
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
主
催
�二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
フ
ェ
ス
記
念
事
業
実
行
委
員
会
）。

　

記
念
講
演
に
は
、
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
会
代
表

で
、
明
治
大
学
教
授
の
栗
原
彬
さ
ん
が
招
か
れ
、「
私

た
ち
は
な
ぜ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
注
目
す
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗
原
氏
は
、
市
場
／
権
力
に
対
し
て
個
人
の
自
由

や
存
在
を
守
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン（
市
民
グ
ル
ー
プ
）

な
ど
を
必
要
と
し
た
よ
う
に
、
近
代
社
会
は
ど
ち
ら

か
一
方
で
な
く
両
輪
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
。
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
が
一
九
八

〇
年
代
に
現
れ
た
背
景
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
福

ま
っ
た
関
係
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
『
助
け
る
・
助
け
ら
れ
る
』
と
い
う
二
分
法
を
超

え
、
互
い
に
『
存
在
し
て
欲
し
い
』
と
感
じ
る
こ
と

で
あ
り
、『
信
』
を
紡
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

が
原
点
に
立
ち
返
り
、
活
動
の
意
味
や
役
割
を
問
い

直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
田
尻
佳
史
さ
ん
（
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
の
司
会
の
も
と
、
鈴
木

治
郎
さ
ん
（
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）、

柏
木
啓
次
郎
さ
ん
（
磯
子
精
ボ
会
・
県
精
ボ
連
）、
小

原
芳
郎
さ
ん
（
恩
田
の
谷
戸
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
）、
早
川

秀
樹
さ
ん
（
多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房
）、
土
屋
真
美

子
さ
ん
（
よ
こ
は
ま
里
山
研
究
所
）
が
、
活
動
の
紹

介
と
今
後
の
目
標
・
課
題
な
ど
を
報
告
さ
れ
、
地
域

に
足
を
つ
け
活
動
す
る
こ
と
や
、
多
く
の
人
が
地
域

に
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

祉
国
家
の
解
体
な
ど
に

対
す
る
新
し
い
共
同
性

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
模
索
が
あ
り
、
個
人

の
自
発
性
に
基
づ
く
、

市
民
だ
か
ら
で
き
る
、

生
活
レ
ベ
ル
で
で
き
る

こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動
の
初
心
で

あ
る
と
指
摘
。そ
し
て
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

民
活
動
は
、
切
れ
て
し

二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
フ
ェ
ス
記
念
事
業
を
開
催

歴史的背景をふまえながらボランティア・
市民活動のあり方を語る栗原氏
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ななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどどどどど！！！！！！！！！！！！！！納納納納納納納納納納納納納納得得得得得得得得得得得得得得なるほど　！　納得　！！！！！！！！！！！！！！！
ググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププ活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動のののののののののののののの極極極極極極極極極極極極極極意意意意意意意意意意意意意意グループ活動の極意

　仕事や子育てがひと段落し、「よし、これからの人生、自分の好き
なことをしよう！」と、新たな仲間と出会い、始めたグループ活動。
　しかし、思わぬことで活動がうまくいかなくなり、やがて休止に
追い込まれてしまうケースがあるのも事実です。
　そこで、センターではシニアのグループ活動をいつまでも活発に
続けてもらうために、「仲間づくりフォーラム」、「グループリーダー
研修」を開催します。

　

地
域
で
は
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
、

様
々
な
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
一

つ
ひ
と
つ
そ
れ
を
克
服
し
活
発
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
い
つ
ま
で
も
活
発
に
グ
ル
ー
プ

活
動
を
続
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
探

り
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
一
人
ひ
と
り

が
積
極
的
に
参
加
す
る
た
め
に
」、「
新

た
な
会
員
の
獲
得
に
向
け
て
」、「
地
域

活
動
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方

は
」
の
三
つ
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に

依
存
し
て
、
あ
ま
り
積
極
的
に
参
加
し

な
い
、「
お
客
様
会
員
」
も
出
て
き
ま

す
。
せ
っ
か
く
仕
事
や
家
庭
か
ら
離

れ
、
好
き
で
始
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
。

皆
が
気
持
ち
よ
く
、
い
つ
ま
で
も
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

重
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、「
会

員
の
高
齢
化
」。
新
し
く
若
い
世
代
が

参
加
し
な
い
と
、
活
動
力
が
低
下
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
新
た
な
会
員
の
獲
得
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
も
重
要

で
す
。
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
も
多
か
れ

少
な
か
れ
、
リ
ー
ダ
ー
を
悩
ま
せ
る
問

題
は
あ
る
も
の
で
す
。
会
社
組
織
と
は

違
う
地
域
活
動
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
ど
う
問
題
に
あ
た
っ
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
頃
の
活
動
や
運
営
上

の
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、

情
報
交
換
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
活
動
す
る
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、
地
域
活
動
を

す
す
め
る
上
で
の
必
要
な
知
識
・
技
術

を
学
び
ま
す
（
定
員　

名
）。

２０

【
日
程
】
２
月
２
日
�
・
９
日
�
・　
１５

日
�
・　

日
�
・　

日
�
の
五
日
間

１７

２４

【
内
容
】
①
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
、
②
会
議
の
持
ち
方
・
進
め
方
、

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考

え
る
、
④
特
別
講
義
（
仲
間
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
）、
⑤
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
考
え
る
、
⑥
地
域
活
動
の
実
際
（
企

画
・
立
案
・
実
施
）

【
申
込
み
】
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
（
連
絡
先
は
上
記
に
記
載
）

＊　
　
　

＊

　

最
近
、
活
動
が
停
滞
気
味
と
感
じ
て

い
る
方
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始

め
て
み
よ
う
と
い
う
方
。
是
非
こ
の
機

会
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
活
発
に
す
る

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

仲
間
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
修

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【日　時】２月１５日�　１３時～１６時
【会　場】かながわ県民センター　２階　ホール
【定　員】１５０名（参加費無料）
【申込み】不要（会場に直接お越しください）
【内　容】
Ⅰ　実践事例から学ぶ
　①一人ひとりが積極的に参加するために
　　報告：増山利夫さん
 （青葉ＯＢサロン代表）

　②新たな会員の参加に向けて
　　報告：石井四郎さん
 （いせはら生涯学習ボランティア協会事務局長）

 （当センター・シニアの仲間づくり支援アドバイザー）

　③地域活動のグループリーダーのあり方は
　　報告：辻 日出夫さん
 （小修繕ボランティアグループ「リリーフクラブ」顧問）

 （当センター・シニアの仲間づくり支援アドバイザー）

　④対談

Ⅱ　情報交換
　　日頃の活動上や運営上の悩み、取り組み事例などにつ
いて、事例報告者及び会場間で情報交換を行います

仲間づくりフォーラム
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図　
　

書

資　
　

料

「家庭防災ハンドブック」のホームページをご紹介します
　誰でもできる防災対策のポイントが分かるサイト。いざと
いう時の初期対応の方法や心構えのほか、災害弱者に対する
支援の仕方などが、絵や図などで丁寧に説明されています。
１月１５～２１日は「防災とボランティア週間」、１月１７日は「防
災ボランティアの日」です。皆さんもこの機会に家庭の防災
やボランティア活動について考えてみませんか？ http://www.takefu.net/bousai/

「あきらめないで！床ずれ
は治る」
大浦武彦　著

ふつうのくらし研究所
所長　吉川和徳

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

（二次障害）である褥瘡は、適切な知識に
基づくケアによって、限りなくゼロに近づ
けることができるのではないか。本書は、
日本褥瘡学会生みの親である形成外科医
の著者が、褥瘡とどのように対峙してきた
のか、事例を交えながらわかりやすく解説
している。私がこれまで出会った褥瘡に

　けがや病気で不活発
な生活となった結果、
二次的に生じる問題

苦しむたくさんの方々
に、無知ゆえに何もで
きなかった反省も踏ま
え、医学関係者のみな
らず、褥瘡に苦しんで
いるご本人やご家族、
施設や在宅でのケアに
従事するすべての職員
に、一度は読んでいた
だきたい名著である。

２００３年刊、メディカルトリビューン
定価１，４７０円（税込）

�

★
地
区
社
協
の
て
び
き
〜
地

域
か
ら
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち（
横
浜
市
社
協
）

地
区
社
協
に
つ
い
て
、「
活
動
編
」、「
運
営

編
」、「
会
計
編
」
に
わ
け
て
分
り
や
す
く
ま

と
め
た
冊
子
。
活
動
事
例
や
運
営
カ
レ
ン
ダ

ー
、
会
計
に
関
す
る
様
式
等
を
収
録
し
て
い

る
。

�

★
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
施
設
運
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
全
国
精
神
障

害
者
社
会
復
帰
施
設
協
会
、
寺
田
一
郎
、
中

央
法
規
）

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
整
備
の
進
め

方
、
運
営
方
法
、
実
務
課
題
へ
の
取
り
組
み

ま
で
を
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。

★
少
子
高
齢
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
住
宅

〜
持
家
資
産
の
福
祉
的
選
択
（
倉
田
剛
、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
痴
呆
ケ
ア
に
お
け
る
社
会
資
源
（
日
本
痴
呆

ケ
ア
学
会
、
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

★
地
域
社
会
形
成
の
思
想
と
論
理
〜
参
加
・
協

働
・
自
治
（
松
野
弘
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
か
ら
だ
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
食
事
〜
つ

く
り
方
と
介
助　
第
２
版
（
医
歯
薬
出
版
）

★
社
会
福
祉
対
象
論
（
石
田
一
紀
、
萌
文
社
）

★
よ
く
わ
か
る 
補
助
犬
同
伴
受
け
入
れ
マ

ニ
ュ
ア
ル
〜
盲
導
犬
・
聴
導
犬
・
介
助
犬
（
同

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委
員
会
、
�Ｎ

 

日
本
介
助
犬
ア

カ
デ
ミ
ー
、
中
央
法
規
）

★
増
補
〜
乳
児
保
育
の
ポ
イ
ン
ト
（
高
野
陽
・

増
田
ま
ゆ
み
、
全
社
協
）

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
研
究
２
０
０
３
年
度
（
児

童
養
護
施
設
城
山
学
園
）

★
訪
問
介
護
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
在

り
方
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
（
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）

★
市
民
に
よ
る
社
会
（
地
域
）
貢
献
活
動
と
事

業
性
に
関
す
る
調
査
（
川
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
実
態
調
査
）（
ア
リ
ス
セ
ン
タ
ー
）

★
地
方
の
時
代
の
社
協
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
む
〜
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
の

活
性
化
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告（
全
社
協
）

★
生
活
透
析
百
景
�
〜
要
介
護
者
透
析
者
の
通

院
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
代
表
さ
れ
る
医
療
ア
ク
セ

ス
権
に
関
す
る
調
査
活
動
報
告
書
（
医
療
ア
ク

セ
ス
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

★
高
次
脳
機
能
障
害
を
有
す
る
者
の
就
業
の
た

め
の
家
族
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
（
高

齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構 
障
害
者
職
業
総
合

セ
ン
タ
ー
）

Ⅲ
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役
員
会
の
う
ご
き

◇
理
事
会
＝　

月　

日
・
①
正
会
員
入
会
申
込

１２

２０

み
、
②
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
③
本
会
事

務
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
案
）、
④
本
会
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
（
案
）、
⑤
本
会
職
員
退
職
手
当
支

給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
⑥
平

成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）、
⑦
平
成

１６

　

年
本
会
事
業
推
進
方
針
、
⑧
次
期
県
社
協
活

１７動
推
進
計
画
策
定
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

◇
新
会
員
紹
介

【
施
設
部
会
】
す
ぎ
な
の
郷
、
レ
ス
ト
ア
川
崎
、

銀
の
舟
よ
こ
は
ま
、
ぬ
る
み
ず
、
ほ
ほ
え
み
の

丘【
第
２
種
正
会
員
連
絡
会
】
�Ｎ
 

神
奈
川
県
介
護

支
援
専
門
員
協
会

「
子
ど
も
の
居
場
所
情
報
箱
」完
成
記
念
講
演
会

◇
内
容
＝
乳
幼
児
か
ら
若
者
、
子
育
て
中
の
親

ま
で
の
居
場
所
を
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
完
成
を
記
念
し
て
、
記
念
講
演
「
子
ど
も
の

育
ち
を
支
え
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
仮
）」（
東

京
大
学
大
学
院
教
授
・
汐
見
稔
幸
氏
）、
チ
ャ
リ

テ
ィ
懇
親
会
等
を
開
催
（
定
員　

名
）

１００

◇
日
時
＝
２
月　

日
�　

①
記
念
講
演
会
�　

２７

１４

時
〜
、
②
懇
親
会
�　

時　

分
〜

１７

３０

◇
会
場
＝
エ
ル
パ
イ
ネ
老
松
会
館

◇
参
加
費
＝
①
１
千
円
（
資
料
代
）、
②
５
千
円

◇
〆
切
り
＝
２
月　

日
�

１８

◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
子
ど
も
未
来
フ
ァ
ン
ド

�　

－

　

－

５
８
２
５

０４５

２１２

　
　

－

　

－

５
８
２
６

FAX
０４５

２１２

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
妙
深
寺
婦
人
会
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽

脇
隆
志
▽
藤
岡
昭
夫
【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
県
石
油

業
協
同
組
合
▽
�
小
田
原
ジ
ム
キ
取
締
役
会
長
山
田
克
己
【
こ
ど

も
福
祉
基
金
】
▽
神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館
来
館
者
一
同
▽
匿
名

【
新
潟
県
中
越
大
震
災
義
援
金
】
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
来
館

者
一
同
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
県
立
鶴
見
総
合
、
平
塚
農
業
、
三

浦
臨
海
、
小
田
原
、
弥
栄
東
、
藤
沢
、
川
崎
、
七
里
が
浜
、
城
山
、

津
久
井
浜
各
高
等
学
校
▽
県
立
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
▽
水
道
局
海
老

名
、
茅
ケ
崎
、
逗
子
、
綾
瀬
、
相
模
原
、
鎌
倉
、
二
宮
各
営
業
所
、

寒
川
浄
水
場
▽
鶴
見
、
瀬
谷
、
小
田
原
、
秦
野
各
養
護
学
校
▽
神

奈
川
県
私
学
団
体
連
合
会
▽
湯
河
原
中
央
温
泉
病
院
▽
か
な
が
わ

県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ア
ズ
ア
バ

ー
ド
な
ぎ
さ
店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
▽
と
も
し
び
シ
ョ

ッ
プ
輝
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
あ
い
あ
い
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

県
民
セ
ン
タ
ー
店
▽
と
も
し
び
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
Ｌ
プ
ラ
ザ
と

も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
▽
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が
わ
▽
神
奈
川
県
看

護
協
会
▽
小
田
原
、
厚
木
、
相
模
原
各
児
童
相
談
所
▽
引
地
台
公

園
売
店
▽
県
温
泉
地
学
研
究
所
▽
神
奈
川
県
青
少
年
協
会
▽
厚
木

商
工
労
働
セ
ン
タ
ー
▽
�
よ
し
乃
湯
▽
中
の
湯
▽
桜
湯
▽
第
二
常

盤
湯
▽
里
の
湯
▽
千
代
田
湯
▽
大
野
浴
場
▽
月
見
湯
▽
相
模
台
浴

場
▽
喜
久
の
湯
▽
�
日
栄
浴
場
▽
戸
塚
浴
場
組
合
▽
神
奈
川
県
傷

痍
軍
人
会
▽
神
奈
川
県
母
子
休
養
ホ
ー
ム
・
老
人
保
養
所
湖
月
荘

▽
産
業
技
術
短
期
大
学
校
▽
紅
葉
ケ
丘
、
京
浜
、
横
須
賀
、
秦
野

各
高
等
職
業
技
術
校
▽
屏
風
ヶ
浦
保
育
園
▽
小
田
原
、
茅
ケ
崎
、

津
久
井
、
三
崎
各
保
健
福
祉
事
務
所
▽
食
肉
衛
生
検
査
所
▽
県
立

保
健
福
祉
大
学
事
務
局
▽
さ
が
み
緑
風
園
▽
相
模
原
、
厚
木
、
津

久
井
各
土
木
事
務
所
▽
津
久
井
教
育
事
務
所
▽
動
物
保
護
セ
ン
タ

ー
▽
神
奈
川
、
緑
、
横
須
賀
、
平
塚
、
藤
沢
、
鎌
倉
、
相
模
原
、

大
和
、
津
久
井
各
県
税
事
務
所
▽
神
奈
川
県
老
人
保
養
所
万
寿
荘

▽
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
横
浜
労
働
セ
ン
タ
ー
▽
中
村
興
業
�
▽

神
奈
川
県
商
工
会
連
合
会
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
�
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
新
桜
ケ

丘
店
▽
県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
▽
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
ひ
か
り

▽
聖
テ
レ
ジ
ア
病
院
▽
神
奈
川
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会
▽
県
立
川
崎
図
書
館
▽
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
横
浜
給
与
事
務
所
▽
湯
河
原
パ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル
▽
桜
ケ
丘
ボ
ウ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
▽
神
奈
川
県
社
会
福
祉
事
業
団
▽
県
立
図
書
館

▽
県
土
木
整
備
部
河
港
課
▽
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
▽
足
柄
上
教

育
事
務
所
▽
�
第
二
江
陽
館
▽
レ
ス
ト
ラ
ン
暖
▽
産
業
技
術
総
合

研
究
所
▽
二
の
平
大
文
字
荘
▽
横
浜
地
区
公
園
管
理
事
務
所
▽
循

環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
▽
神
奈
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
▽

県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
▽
横
浜
川
崎
地
区
農
政
事
務
所
▽
横
須
賀
三

浦
地
区
、
西
湘
地
区
、
津
久
井
地
区
、
足
柄
上
地
区
各
行
政
セ
ン

タ
ー
▽
神
奈
川
県
技
能
士
会
連
合
会
▽
神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館

入
居
団
体
一
同
▽
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
▽
家
畜

病
性
鑑
定
所
▽
病
害
虫
防
除
所
▽
計
量
検
定
所
▽
生
命
の
星
・
地

球
博
物
館
▽
県
企
画
部
京
浜
臨
海
部
活
性
推
進
課
▽
中
井
や
ま
ゆ

り
園
▽
農
業
総
合
研
究
所
▽
横
須
賀
老
人
ホ
ー
ム
▽
神
奈
川
県
警

職
員
一
同
▽
神
奈
川
県
庁
職
員
一
同
▽
住
友
信
託
銀
行
港
南
台
支

店
▽
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
▽
神
奈
川
県
議
会
事
務
局
▽
よ
こ
は

ま
看
護
専
門
学
校
▽
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
▽
東
京
聖
書
教
会
▽
神

奈
川
県
社
会
福
祉
会
館
来
館
者
一
同
▽
横
浜
市
婦
人
団
体
連
合
会

▽
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
県
企
画
部
土
地
水
資
源
対
策

課
▽
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
▽
柏
木
政
江
▽
沼
倉
清
治
▽
佐
藤
正
平

▽
谷
口
不
二
子
▽
松
田
登
代
子
▽
石
塚
東
一
▽
吉
浜
憲
二
代
理
人

弁
護
士
滝
本
太
郎
▽
ミ
ッ
キ
ー
安
川
▽
盛
屋
八
重
▽
遠
藤
寂
香
▽

県
社
協
職
員
一
同　
　
　
　
　
　
（
計
三
、
七
九
〇
、
二
九
二
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
�
▽
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
�

▽
日
産
労
連
神
奈
川
地
協
▽
	
日
本
産
業
退
職
者
協
会
▽
神
奈
川

県
定
年
問
題
研
究
会
▽
日
本
発
条
�
▽
Ｙ
Ｃ
Ｃ
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
ヴ
ァ

ー
ズ
▽
志
澤
美
智
子
▽
福
田
恵
理
▽
秋
山　
（
順
不
同　

敬
称
略
）
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こ
れ
ま
で
の
連
載
で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
主
に
現
行
の
社
会
福

祉
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
々
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
今
後
の
支

援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
増
加
す
る
「
社
会
的
援
護
を
必
要
と
す
る
方
々
」

の
現
状
と
課
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
、「
国
際
親
善
総
合
病
院 
医
療
福
祉
相
談
室
」の
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
佐
野
知
子
係
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

安
心
で
き
る
生
活
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か　
①

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
�

福
祉
を
目
指
し
た
医
療
を
す
る
病
院

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
医
療
福
祉
相
談

室
」（
以
下
、相
談
室
）は
、
社
会
福
祉
法

に
基
づ
く
医
療
施
設
で
あ
る
「
福
祉
医

療
病
院
」の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
病
院
の
歴
史
は
古
く
、
明

治
時
代
の
頃
よ
り
、
医
療
に
恵
ま
れ
な

い
貧
困
な
方
々
の
た
め
の
医
療
施
設
と

し
て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
（
当
時
は

施
療
病
院
や
慈
善
診
療
所
等
の
名
称
で

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）。
同
じ
よ
う
な

目
的
で
、
戦
後
混
乱
期
に
開
設
さ
れ
た

病
院
も
あ
り
、
昭
和
三
十
六
年
に
「
国

民
皆
保
険
」
と
な
る
ま
で
の
間
、
生
活

困
難
者
の
た
め
の
医
療
・
福
祉
の
要
と

し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
の
社
会
福
祉
事
業
法

制
定
後
は
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と

し
て
、
主
に
低
所
得
者
の
方
々
の
医
療

を
受
け
持
つ
「
無
料
低
額
診
療
事
業
」

を
行
う
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
般
の
病
院
と
変
わ
ら
な
い
科
学
的

で
適
正
な
診
療
を
行
う
と
同
時
に
、
病

気
に
伴
い
生
じ
る
様
々
な
問
題
へ
の
支

援
や
、
特
に
低
所
得
の
た
め
に
医
療
を

必
要
と
し
な
が
ら
も
費
用
の
負
担
が
困

難
な
方
々
に
対
し
、
費
用
の
免
除
や
軽

減
を
行
う
こ
と
で
、
医
療
と
生
活
を
支

援
す
る
役
割
を
担
う
福
祉
医
療
病
院

は
、
現
在
、
全
国
に
二
百
三
十
一
カ
所

あ
り
ま
す
。

福
祉
的
視
点
で
医
療
を
支
援
す
る
Ｍ
Ｓ
Ｗ

　
「
国
際
親
善
総
合
病
院
」（
以
下
、
病

院
）
は
、
相
鉄
線
「
弥
生
台
駅
」
近
く
、

横
浜
市
西
部
に
位
置
す
る
泉
区
西
が
岡

に
あ
り
ま
す
。

　

一
八
六
七
年
に
、
横
浜
港
近
く
で
慈

善
事
業
的
病
院
と
し
て
開
設
し
て
か
ら

百
三
十
年
以
上
も
の
間
、
生
活
困
難
者

に
手
厚
い
医
療
と
福
祉
を
提
供
し
、
現

在
地
に
移
転
後
、
地
域
医
療
の
中
核
と

し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
病
床
数
は
三
百
床
。
そ
の
ほ
か
に
、

一
日
七
百
人
以
上
の
外
来
患
者
が
訪
れ

る
こ
の
病
院
の
相
談
室
で
は
、
佐
野
さ

ん
を
含
め
、
総
勢
三
名
の
専
任
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）

が
、
病
気
を
抱
え
る
方
々
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
病
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
身

体
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
と
て
も
不
安
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
、
医
療
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
医
療
技
術
ス
タ
ッ
フ
と

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
病
気
を
治
し
て

い
く
過
程
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
心
配

ご
と
や
悩
み
に
対
し
、
福
祉
的
な
立
場

か
ら
相
談
に
応
じ
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
病
院
は
生
ま
れ
る
前
か
ら
亡
く

な
る
ま
で
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
幅
広
い
世
代
の
多
種
多
様
な
相

談
が
あ
り
ま
す
。
病
気
を
抱
え
る
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
家
族
や
支
援
者

の
抱
え
る
不
安
や
問
題
に
応
じ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

方
々
を
支
援
す
る
こ
と
も
大
切
な
役
割

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
医
療
・
福
祉
関
係
者
と
連
携
を

図
っ
た
り
、
福
祉
医
療
相
談
会
を
通
じ

た
相
談
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
」
と
佐
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
相
談
室
で
対
応
し
た
相
談

は
三
千
九
百
四
十
一
件
。
そ
の
数
は

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
退
院
後
の
在
宅
生
活
の
た
め
の
調

整
や
転
院
の
た
め
の
情
報
提
供
、
福
祉

施
設
を
利
用
す
る
た
め
の
相
談
な
ど
が

最
も
多
く
、
次
い
で
療
養
に
関
わ
る
諸

問
題
、
様
々
な
制
度
の
活
用
方
法
や
医

療
費
に
関
す
る
相
談
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
」

　

そ
う
し
た
相
談
を
通
じ
感
じ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
「
様
々
な
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
制
度
も
対
象
に

制
度
の
網
の
目
か
ら
抜
け
落
ち
る
人
が
増
加

数都道府県名
１４北 海 道
３岩 手 県
２福 島 県
４茨 城 県
２栃 木 県
３群 馬 県
６埼 玉 県
４千 葉 県
４２東 京 都
２８神 奈 川 県
４新 潟 県
２富 山 県
６石 川 県
２福 井 県
２長 野 県
４静 岡 県
３愛 知 県
２三 重 県
５滋 賀 県
２８京 都 府
２６大 阪 府
３兵 庫 県
６奈 良 県
１和 歌 山 県
１島 根 県
３岡 山 県
４広 島 県
２山 口 県
１徳 島 県
１香 川 県
４愛 媛 県
５福 岡 県
１佐 賀 県
４長 崎 県
２熊 本 県
１鹿 児 島 県

全国の福祉医療病院数

※全社協・全国福祉医療施設協議会
資料より抜粋
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　介護保険の導入から４年が経過し、制度そ
のものは定着したかに見えますが、私たちケ
アマネジャーから見ると、まだまだ「ケアマ
ネジメント」と言う名前の大海原を漂流して
いるような状況のように思います。昨年出さ
れた高齢者介護研究報告書では、アセスメン
トが不十分な「御用聞きケアマネ」が存在す
ると指摘され、介護保険制度の見直し議論で
も、自立支援のためのケアプランが作成され
ていないために、要介護状態の悪化を招いて
いる、闇雲に福祉用具レンタルを勧めている
等、ケアマネジャーにとっては、順風満帆の
航海とは言えないようです。
　こうした問題を抱えた中で、私は平成１５年
１１月に、県社協主催の「福祉用具アセスメン
ト研修」を受講しました。この研修では「福
祉用具のアセスメント」を学ぶものだとばか
り思い参加したところ、その内容は、福祉用
具活用のための生活機能のアセスメント方法
を学ぶ研修だったのです。この時、自分を含
めて今までケアマネジャーが、利用者さんの
生活機能のアセスメントやニーズ抽出が十分
に出来ていなかったことに気付かされ愕然と
しました。そこで、せっかくの気付きも日々
の業務に流されてしまっては、また元の木阿
弥と思い、この研修で学んだことを日々の業
務の実践へ役立てるべく、自分たちで継続的
に学習を行いたいと考え、本年９月に有志を
募り、「かながわけケアマネジメント研究会」
を立ち上げました。
　この会では、今後も自分たちケアマネジャ
ーによる勉強会として、事例検討会を開催し
たり研究活動に取り組んで行きたいと思って
います。会の活動で培ったノウハウを利用者
さんへの質の高いサービス提供につなげると
ともに、利用者さんのＱＯＬ向上と、私たち
自身の「やりがい」の向上に役立てればと考
えています。

「利用者さんの
　ＱＯＬ向上のために」

　かながわケアマネジメント研究会
　代表　大塚茂雄

な
ら
な
か
っ
た
り
、
支
援
機
関
が
あ
っ

て
も
そ
の
数
が
少
な
か
っ
た
り
す
る
た

め
に
、
十
分
に
支
援
が
行
き
届
か
ず
に

困
っ
て
い
る
方
々
が
、
大
変
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

方
々
は
、
お
元
気
な
う
ち
は
働
く
こ
と

も
で
き
ま
す
し
、
何
ら
か
の
形
で
社
会

参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、
誰
か
に
助
け

を
求
め
な
く
て
も
、
多
少
の
問
題
で
あ

れ
ば
何
と
か
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
病
気
に
な
っ
て
し

ま
う
と
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
築
い
て
き
た
生
活
が
一
気
に
崩

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
経
済

的
な
側
面
だ
け
な
く
、
そ
の
方
の
生
活

全
般
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
事
柄

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

と
言
葉
を
続
け
ま
す
。

増
加
の
背
景
に
あ
る
要
因

　

制
度
が
充
実
し
て
い
く
の
と
は
裏
腹

に
、
そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
方

が
何
故
増
え
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
要
因
に
つ
い
て
佐
野
さ
ん
は
、

　
「
経
済
的
援
助
と
い
う
側
面
か
ら
制

度
を
見
て
み
る
と
、
対
象
も
内
容
も
き

め
細
や
か
に
な
り
、
活
用
で
き
る
方
も

増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
や
福
祉
関
係
者
の
専
門

性
が
向
上
す
る
一
方
で
、
そ
の
制
度
の

枠
の
中
で
し
か
対
象
者
や
問
題
を
捉
え

ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
枠
か
ら
も
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
方
々
の
問
題
に
目
が
向

け
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　

ま
た
も
う
一
つ
に
は
、

　
「
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
経
済
環
境
が
変

化
し
て
く
る
中
で
、
個
々
の
働
き
方
や

価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
都
市
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
住
ま
い
方
や
家
族
構
成
、
地

域
社
会
の
共
同
性
が
薄
ら
い
で
い
く
中

で
、
地
域
社
会
と
人
、
あ
る
い
は
人
と

人
の
関
係
に
摩
擦
や
排
除
、
孤
立
と
い

う
現
象
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
問

題
を
抱
え
る
方
々
が
生
ま
れ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
」と
指
摘
し
ま
す
。

新
た
な
社
会
福
祉
の
対
象

　

佐
野
さ
ん
は
今
回
の
取
材
を
通
し
、

　
「
そ
う
し
た
背
景
か
ら
か
、
相
談
室

に
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
や
外
国
籍
住

民
の
方
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ
て
低

所
得
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
の
ほ
か
、

高
齢
者
あ
る
い
は
障
害
者
だ
け
で
暮
ら

し
て
い
る
た
め
に
、
様
々
な
問
題
を
抱

え
る
方
や
病
気
や
け
が
の
た
め
日
々
の

生
活
が
困
難
に
な
っ
た
方
な
ど
も
多
く

訪
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
が
ど
の
よ

う
な
問
題
を
抱
え
、
ど
ん
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
を
、知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
、
相
談
室
に
訪
れ
る
こ

う
し
た
方
々
の
声
に
、
佐
野
さ
ん
た
ち

Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
耳
を

傾
け
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
事
例
を

詳
し
く
お
伺
い
し
な
が
ら
、
今
後
の
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
国
際
親
善
総
合
病
院

�　
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com
URL：www.yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修等お気軽にご相談ください

Ｇ（母子生活支援施設）（横浜市）
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相模原市立淵野辺小学校
６年　石川竜也さん

絵本の部�
「ともしび大賞」�
　　　作品紹介�

１ ２

３ ４

５ ６

　絵本づくりは、複雑で手間のかかる作業を重ねて

いく表現です。

　それだけに、話の内容はもちろん、作り方にもい

ろいろな工夫を試みながら、自分の思いを伝えるこ

とができます。

　今回応募をいただいた「ともしび絵本」も、その

一つひとつに子どもたちの思いがたくさん込められ

ていました。その中で大賞に選ばれたのが、石川さ

んの作品です。

　初めての冬眠を迎え、ひとりぼっちのさみしさに

泣いてしまう、くまさん。そんなくまさんに、森の

仲間たちが雪だるまをプレゼント…。

　その物語が、巧み

なはり絵によって効

果的に表現され、温

もりが感じられる作

品になっています。

　石川さんの優しい

人柄が伺えるこの作

品。読んだ後、心に

温かい風が吹いてき

ませんか？

（ともしび普及課）
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